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自己紹介

名前 : 夜鍋　ヨナ(よなべ よな)

X(Twitter) : yonabeyona

Discord : yona_47

その他

ComputerScienceが好き

数学勉強中

物理も勉強中

ComputerScienceの中でも、
ComputerArchitectureが好き
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今日する話

① AI(LLM) powered な IDE

② Antigravity の話 / ③ Kiro の話 / ④ Cursorの話

⑤ LLMトレンド論

⑥ VS Code の話

⑦ まとめ
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① AI(LLM) powered な IDE

Antigravity

Kiro

Cursor

これらの特徴

VS Codeのフォーク製品

AI(LLM)との連携が最初からされてる

各社が提供しているLLMプラットフォームと連携

5



② Antigravity の話

Antigravityの特徴

Antigravity感想

Antigravityのウワサ
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Antigravityの特徴

Google製で、Agent機能がウリ

主にGemini/Claude/GPT-OSSが使える

BYOK非対応なので、OpenAIのAPI使えない

開発段階なので無料プランしか無い

個人プランは、入力データが学習に使わる

ちゃんと設定でオプトアウトしようね

Workspaceで利用したら、オプトアウトが標
準になる模様
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Antigravity感想

エージェント管理画面があり、複数エージェントに指示を出しやすい
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Antigravity感想

エージェント管理画面があり、複数エージェントに指示を出しやすい

一言で言えば、チャットがしやすいUIって感じ

まだあんまりGemini3.1 Proらしさは感じたこと無い

(今回のこのスライド作成させたぐらいしかまだ使ってないけど)
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Antigravityのウワサ

Google Cloud連携が得意らしい
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Antigravityのウワサ

大規模コードベースが強いらしい

Google Cloud連携が得意らしい

Google Workspaceと連携すると、自動ドキュメント作成とかメールまと
めとかしてくれるらしい

Googleプラットフォーム向けのAgentとして使っている例が多い

MCPにGCP連携がたくさんあったので、便利かも?

誰か実際に使って教えて欲しい
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③ Kiro の話

Kiroの特徴 (1/2, 2/2)

Kiro使用感

無料版の感想 (1/4 ~ 4/4)

Kiroまとめ
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Kiroの特徴 1/2

Amazon製

Spec設計(要件定義、仕様書作成)に重きをおいてる

BYOKに非対応

(AmazonとOpenAIが連携したらしいので、GPT系も使えるようになると
嬉しいなあ)

月額20$～

無料版は50リクエスト/月
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Kiroの特徴 2/2

主に中華系のLLMやClaudeが使える

(おそらく)AWS Bedrock上で動いている
LLMが使える
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Kiro使用感

要件定義・基本設計・タスクに分解までやってくれる

Require.md , Design.md , Task.md  に分けてくれる
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Kiro使用感

要件定義・基本設計・タスクに分解までやってくれる

Require.md , Design.md , Task.md  に分けてくれる

EARS図やリレーション図やクラス設計まで最初にやってくれる

Task.md  では進行状況が見やすいし、Goサインもエディタから出しやす
い

Amazon公式から、AWS向けのSkill(MCP?)を出してるので、AWSとの連
携が強い(と思われる)
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無料版の感想 1/4

(おそらく)無料枠の対応はキューが後
回し

日本時間の朝なら早い、夜遅くはキュ

ーが混雑してるのか遅い

スループットも10token/sぐらいで遅
いので、ファイルを編集させると30分
以上帰ってこない
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無料版の感想 2/4

リクエストは結構すぐ消費する

有料枠は1000リクエスト/20$/mo

最初の設計だけやるなら、課金しなく

ても良い気はする

無料枠は毎月50リクエストだけど、雀
の涙という印象

20$払ってこれだけ?になりそうなの
で、ちょっと課金を渋ってる
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無料版の感想 3/4

GLM:Plan + Exec:Qwen3 Coderのパターンにしたらまあまあ持つ

手動でPlanとExecを切り替えようね

Qwen3の頭脳で足りない場合は、DeepSeekV3でまあまあ解決する

DeepSeekV3で解決しないときには、泣きながらGLMでなんとかする

Qwen3 Coder Next : x0.05

DeepSeek V3.2 : x0.25

GLM5 : x0.5
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無料版の感想 4/4

昔の書きかけのプロジェクトを完成させようとしたら

600リクエストすぐ消費(初回登録500回、4・5月無料枠50回ずつ)

タスク設計の全体の8割しか終わらなかった

細かくテストもしてたのでリクエストがかさむ

残り2割はClaudeCodeにやらせ、Proプランの5h Usageの97%消費

正直設計能力だけ欲しいので、BYOK対応してくれると嬉しい
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Kiroまとめ

推しポイント

Spec設計は新たな開発スタイルで面白い

UI設計は素晴らしく、.mdファイルが直接タスク管理ダッシュボード
になるのは良い

中華系LLMが一通り揃っており、試して遊ぶのにはもってこい

設計用と割り切って、実装は別のIDEに投げるという使い方もできる

微妙ポイント

課金額に対しての使用量が渋いなあ

無料枠のスループットが遅い
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④ Cursorの話

Cursor (1/3 ~ 3/3)

Kimi K2.5の性能

Composer2 (1/3 ~ 3/3)

Composer2の性能 (要検証)
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Cursor 1/3

Anysphere製
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Cursor 2/3

Anysphere製

トークン消費量改訂系騒動の先駆け(?)

20$のProプランで500回のリクエスト回数制だったが

2025年6月にトークン使用量制になり、騒がれた

(最近どっかで見たな)

自社製(?)のLLMであるComposer2が優秀

2026年3月19日にリリースされ、自社製モデルと銘打って登場

中身は Moonshot AIのKimi K2.5のRLじゃねえかと話題に

リクエスト枠内の消費が少ないっぽいので、ガンガン使える(?)
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Cursor 3/3

Composer2のスタイル

要所要所で立ち止まって確認してくれるので、ペアプロ向け

モデル自体の自律性よりも、ユーザーの意思を重視するスタイル

(ClaudeCodeとかは自律性を高め、長めに自走してくれる、の逆)

実際使ってみると割と快適

リファクタとか、でっかいコードベースを使わないとか、

バイブコーディングでちょっとしたコード書くならこれで良いかも?

個人的、「まず初めにAI powerd IDEに課金するなら」でお勧め

Moonshot Ai製の Kimi K2.5 由来の Composer2が結構快適
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Kimi K2.5の性能

Moonshot AI製の、オープンウェイトなLLM

公式API以外でも、色んなところで使える

SWE-BenchではGPT-5.3やOpus4.6に迫る勢い (要検証)

Agent Swarm能力が高い

～100体程度のサブエージェントを使役する能力

Long Horizon Reasoning

自律性を高めるために、長期的な動向を踏まえてReasoningする能力
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Composer2 1/4

Cursorが開発したLLM

モデルIDの名前を覗くと、そこには「kimi」
の文字が

License大丈夫なの?、と騒がれてた

(国産AIと称しながら中華LLMベースだった
話、どっかでも聞いたような……)

技術者の良いものは何でも使う精神と、政

治はいつの時代も反りが合わない模様

https://x.com/fynnso/status/203470630487
5602030
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Composer2 2/4

TwitterでMoonshot AI公式からも言及されてた

実はAnysphereとMoonshotAIはパートナシップを結んでいたらしい

https://x.com/Kimi_Moonshot/status/2035074972943831491

補足しておくと、

オープンソースベースなのは悪いことじゃない(曰、Cursor開発者)

そのベースに選ばれたのは嬉しいこと(曰、MoonshotAI)

(米国企業が中華企業のモデルを使ってるという政治云々はさておき)
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Composer2 3/4
ベースはMoonshot AIのKimi K2.5ではあるものの

かなり手間をかけて事後学習をしている様子

Tab補完情報のオンライン学習

Continued Pretraining(継続学習)

Reinforcement Learning(事後強化学習)

のためのインフラ整備
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Composer2 4/4
Cursorがほしかった能力

Agent Swarm : 複雑なタスクを分解・サブエージェントに振る能力

Long Horizon Reasoning : 長ステップかかる作業も解決できる能力

perplexity-base評価の上で最もK2.5が適してると判断した様子

ベンチマーク結果も公開している

https://cursor.com/resources/Composer2.pdf

万能で最強というわけではないが、早い安い旨いを満たしてる

Cursor IDEの体験も含めて、割と初心者向けの良いモデルでは?という
気持ち
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料金一覧 (1Mトークンあたり)

モデル 入力 キャッシュヒット 出力

Composer 2 $0.5 $0.2 $2.5

Opus 4.6 $5.0 $0.5 $25.0

GPT-5.4 $2.5 $0.25 $15.0

39



40



Composer2の性能

Composer2

Agent Swarm: 規模毎に適宜呼び出し

Long Horizon能力: 適宜立ち止まって、指示を仰ぐ

Kimi K2.5

Agent Swarm: 最大100体程度

Long Horizon能力: 最初の指示だけで細かく分解して作業をやり抜く

Agent Swarm:(エージェント使役能力)

Long Horizon能力:(長期的自走能力)解して作業をやり抜く
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Composer2の性能

性能真逆じゃない?

私もそう思う

Long Horizon

ペアプロの性能を上げるために、適宜効くようにしたのかも

Agent Swarm

(最大使役数は使ってみないとわからない)

ちなみに

Anysphereの技術レポート的には、

perplexity-base評価の上で最もK2.5が適してると判断した様子
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⑤ LLMトレンド論

今後のトレンドになりそうな技術

結局どのIDEが良いの?

ハーネスとは

最近のLLMのトレンドはハーネス選定

Kiro, Antigravity, Cursorと見てきたけどどれが良いのか
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今後のトレンドになりそうな技術

計画能力と、指示追従性が重視される傾向にあった

これまで:LLMの単体性能が重要とされていた

Agent Swarm と Long Horizon Reasoning は今後のトレンドになりそう

Agent Swarm

長期的な視野を持って、サブエージェントに指示を出して取りまとめる

能力

Long Horizon Reasoning

コード量やファイル数が増えても、横断的に編集するための能力

単体性能もさることながら、複数体の協調力も求められてるv
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結局どのIDEが良いの? 1/2

目的ごとに使い分けたほうが良さそう

仕様書駆動開発のための仕様をガッツリ作る : Kiro

パパっとモックを作成・Artifact等で確認する : Antigravity

ペアプロして自分の意思・意見強めに編集したい : Cursor

ちょっとAI Powerd IDE触りたい : Cursor
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結局どのIDEが良いの? 2/2

目的ごとに使い分けたほうが良さそう

どんなLLMを使えるかよりも、どんな設計思想なのかで選んだほうが良さ
そう

選定眼はLLMよりも、ハーネスに向けないといけない模様
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ハーネスとは

現実にある道具の名前、安全帯とか馬具とか犬の紐のこと

転じて、AIが好き勝手しすぎないようにある程度
制御しやすくするためのツールとかの総称

最近の言葉の使い方だと、ラッパー(IDE、Agentツール)もそう呼ばれてる

ClaudeCode(エージェントツール)

Cursor(エディタ)

ある特定の、制御用のAGENT.md
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最近のLLMのトレンドはハーネス選定

LLM自体の性能よりも、ハーネスの設計のほうが大事になってきてる

LLMの性能自体がクローズド/オープン共にほぼ横並びになってきてる

それでもClaude、GPTは頭一つ抜けてはいるが

よりLLMをうまく使える方が良い結果を生む

→ Agent.mdやSkill.mdを工夫する必要がある

→ 設計の良いハーネスのIDEを使うと楽

(もしかして)

目的に応じてIDE・Agentを使い分ける時代到来か?
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⑥ VS Code の話

そういえばvscは?

vscってただのエディタでは?

LLMと連携する機能ってあった?

ハーネスってあるの?

49



⑥ VS Code の話

そういえばvscは?

vscってただのエディタでは?

LLMと連携する機能ってあった?

ハーネスってあるの?

その答えが

Github Copilotでプラン改定があったよね

どういう理屈?

VS Codeのこれから
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Github Copilotでプラン改定があったよね

リクエスト回数方式 → トークン消費量方式

チャット・指示はトークン数が増える言語は厳しい(日本語は結構デバフ
を受ける)

vs code開発チームが対応策を提示してくれてる

code ver1.118 のアプデ情報

vscの機能として、GithubCopilotのトークン使用量を減らすらしい?

なんでただのエディタが、一拡張機能に融通きかせてるのか
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どういう理屈?

vscとcopilotは単なる「エディタと拡張機能」の関係じゃなくなった

vscが裏側で処理したものをcopilotが受け取る形になった

ただのモジュールだと思っていたCopilotが、vscと統合した形になる

(そもそもvscもGithubもMicrosoft製品だし、順当な成長かも?)
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VS Codeのこれから

vscもこれで晴れて(?) AI(LLM) poweredなIDEの仲間入り

ベンダーロックインが進むね

……
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VS Codeのこれから

vscもこれで晴れて(?) AI(LLM) poweredなIDEの仲間入り

ベンダーロックインが進むね

(というか、今後はvsc以外のハーネスでCopilot使うと実質デバフでは?)
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⑦ まとめ

結局どのIDEが良いの? 2

仕様書駆動開発のための仕様をガッツリ作る : Kiro

パパっとモックを作成して、内蔵ブラウザで確認 : Antigravity

ペアプロして自分の意思・意見強めに編集したい、

ちょっとAI Powerd IDE触りたい : Cursor

Github Copilotの恩恵を最大限受けたい : VS Code ← NEW
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本題は以上

そして告知
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書籍の宣伝

新刊「拝啓、AIざかりの君たちへ」

技術書典のサイト、もしくは5/10の技書博で
購入できます!!!!!

第十三回技術所同人誌博覧会

2026/5/10(日) 11:00〜16:00

大田区産業プラザPiO

(メロブにはまだ出してないよ!)
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3周年企画

みんなのHelloWorld展を開催します

本番 6/2 にツアーしましょう

様々なHello Worldの提出ありがとうございました!
現在、ワールド作成中です!!(こあさんありがとうございます!!!!)

各言語の説明を執筆中
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